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よ
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主
な
質
疑

「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
の

施
行
日
は
わ
か
っ
て
い
る
か
。

施
行
日
は
平
成
30
年
６
月
６
日
で

あ
る
。
条
例
も
遡
っ
て
施
行
す
る
。

本
市
に
「
生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
」
の
対
象
事
業
者
は
。

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
速
報
で
１
９
９
４
事
業
者
で
あ
る
。

主
な
質
疑

第
５
条
連
携
施
設
の
確
保
が
困
難

と
認
め
る
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

認
可
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
と
連
携
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
。

主
な
質
疑

入
館
料
に
つ
い
て
、
市
民
と
市
民

以
外
の
判
断
は
。

近
隣
の
類
以
施
設
で
も
入
館
料
を

区
分
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
。
申
し

出
に
よ
る
区
分
け
で
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
は
な
い
。

無
料
送
迎
バ
ス
が
廃
止
に
な
る

が
。高

齢
者
の
ア
ク
セ
ス
は
何
ら
か
の

方
法
を
検
討
中
。

主
な
質
疑

昭
和
区
に
移
転
し
た
場
合
、
固
定

資
産
税
は
か
か
る
の
か
。

公
民
館
用
地
の
予
定
で
、
固
定
資

産
税
は
か
か
ら
な
い
と
判
断
す
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

全
員
賛
成
で
可
決

福
津
市
税
条
例
を
改
正

問答問答

全
員
賛
成
で
可
決

家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
、

運
営
の
基
準
を
定
め
る

条
例
改
正

問

問問 問 答答答

答

賛
成
多
数
で
可
決

福
祉
会
館
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
本
市
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
推
進
の
た
め
、
千
葉
県
流
山
市
の
「

自
治
体
経
営
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
先
進
的
な
取
組
み
と
「
福
津
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策
定
予
定
の
た
め
、
東
京
都
町
田
市
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
環
境
整
備
や
検
証
体
制
。
災
害
対
応
力
が
高
く
、
様
々

な
取
組
み
を
し
て
い
る
神
奈
川
県
厚
木
市
の
「
防
災
・
減
災
対
策
」
に
つ
い
て
調
査
。

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

　
町
田
市
は
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
将

来
像
を
「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
が

一
つ
に
な
る
」
と
し
、
基
本
理
念
と

戦
略
・
施
策
を
市
民
の
達
成
可
能
な

目
標
の
計
画
と
し
、
部
局
を
ま
た
ぐ

施
策
も
他
部
署
と
審
議
会
と
の
連
携

も
十
分
に
図
ら
れ
て
い
た
。

　
厚
木
市
は
、
防
災
対
策
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業

務
継
続
計
画
）
と
職
員
配
備
体
制
に

お
い
て
は
、
行
政
活
動
を
停
滞
さ
せ

る
こ
と
な
く
災
害
対
策
を
継
続
さ
せ

る
た
め
に
災
害
時
に
何
を
す
べ
き

か
、
各
対
策
部
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

い
た
。
危
機
管
理
課
職
員
は
防
災
用

ベ
ス
ト
を
着
用
し
指
揮
を
執
る
の
に

目
立
っ
て
い
た
。
防
災
ラ
ジ
オ
の
販

売
や
、
自
主
防
災
隊
の
結
成
で
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
た
。

　
流
山
市
は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
投
資
可
能
な
財
源
は
年
23
億

円
で
、
改
築
・
改
修
費
（
計
画
）
が

年
35
億
円
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
創
意
工
夫

に
よ
り
出
来
る
こ
と
は
多
い
と
、
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
（
ハ
コ
モ
ノ
）
を
道
具

と
し
て
主
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
さ
れ
て
い
た
。

　
財
産
管
理
課
内
に
「
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
」
を
設
置

し
て
お
り
、
様
々
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
方
で
財
産

の
活
用
化
が
図
ら
れ
、
公
共
施
設
の

管
理
運
営
費
が
削
減
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
大
変
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、推
進
室
長
が
一
級
建
築
士
。

推
進
体
制
の
た
め
専
門
的
な
人
員
の

配
置
、職
員
研
修
を
実
施
し
て
い
た
。

①
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
③
防
災
対
策
の
取
組
み
に

つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査
を
し
た
。

　
観
光
振
興
で
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
を
。海
外
か
ら
の
入
込
客
数
調
査
、外
国
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、宿
泊
施
設
拡
充
に
向
け
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
検
討
を
求
め
た
。

商
業
振
興
で
は
、農
産
物
の
出
荷
減
少
を
食
い
止
め
る
方
策
の
検
討
、津
屋
崎
千
軒
か

き
の
漁
獲
量
増
や
新
た
な
資
源
の
発
見
、加
工
方
法
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
が
県
と
の
共
同
事
業
に
な
り
、制
度
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で

被
保
険
者
の
保
険
料
や
保
険
給
付
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、団
塊
世
代
が
75
歳
に
な
る
平
成
37
年
度
に
は
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
が
急

増
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、国
民
健
康
保
険
事
業
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
保
険
給
付

に
つ
い
て
は
、
全
額
が
県
か
ら
交
付

金
と
し
て
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
医

療
費
が
急
激
に
増
加
し
た
場
合
な
ど

に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担
へ
の
リ
ス

ク
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
く
る
。
県
は
、
交
付
金
の
う
ち
国

か
ら
の
公
費
を
除
い
た
部
分
を
市
町

村
か
ら
納
付
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ

と
に
な
る
。医
療
費
水
準
を
勘
案
し
、

市
町
村
の
被
保
険
者
数
及
び
所
得
の

水
準
に
よ
り
按
分
さ
れ
、
市
町
村
ご

と
に
算
定
す
る
仕
組
み
と
な
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
今
後
の

動
向
に
つ
い
て
は
、
制
度
自
体
の
方

向
性
と
い
っ
た
も
の
が
国
・
県
か
ら

示
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
団
塊
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５
年

に
は
、
福
津
市
の
後
期
高
齢
者
人
口

推
計
は
１
万
人
を
超
え
、
市
の
負
担

額
は
８
億
６
０
０
０
万
円
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
は
、
財

政
基
盤
の
強
化
と
運
営
の
あ
り
方
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が
解
消
さ
れ
る

な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
制
度
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
県
単
位
化
に

伴
い
、
医
療
費
適
正
化
に
努
力
し
た

市
町
村
に
対
し
、
交
付
金
を
増
や
す

仕
組
み
が
あ
る
。
こ
の
取
組
み
を
一

層
強
化
し
、
県
か
ら
の
交
付
金
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
事

業
財
政
の
安
定
化
を
図
る
努
力
を
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
お
け
る
医
療
費
適
正
化
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
察
す
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

　「
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
」
は
平
成
29
年

度
に
１
万
１
２
６
０
食
を
販
売
し
、

過
去
最
高
を
記
録
。
津
屋
崎
漁
港
で

開
催
し
た
「
食
の
収
穫
祭
」
は
、
２

日
間
で
２
万
５
０
０
０
人
が
来
場
。

観
光
協
会
で
開
発
の
宮
地
嶽
神
社
エ

ー
ル
、
光
の
道
饅
頭
な
ど
土
産
品
の

販
売
。
津
屋
崎
漁
港
の
「
津
屋
崎
千

軒
か
き
」
普
及
の
フ
ェ
ア
開
催
で
、

５
０
０
食
の
販
売
。「
光
の
道
ウ
ィ
ー

ク
」
で
は
Ｆ
Ｍ
福
岡
公
開
生
放
送
に

約
８
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
外
国
人
観
光
客
も
含
め
観
光
消
費

額
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
ま
た

来
て
み
た
い
と
い
う
環
境
づ
く
り

が
、
今
後
の
努
力
目
標
と
な
る
。

商
業
振
興
に
つ
い
て

　
あ
ん
ず
の
里
市
周
辺
は
、
花
・
イ

チ
ゴ
・
ト
マ
ト
な
ど
の
施
設
園
芸
や

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
が
特
定
産
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
広
場
ふ
く
ま
で

は
、都
市
近
郊
型
の
農
業
が
行
わ
れ
、

稲
作
や
露
地
野
菜
の
生
産
が
盛
ん
で

あ
る
。
魚
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鮮
魚
を

中
心
に
干
物
や
野
菜
、
加
工
品
を
販

売
。
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
い

け
す
の
魚
調
理
で
、
新
鮮
さ
を
ア
ピ

ー
ル
。
３
直
売
所
の
売
上
は
年
々
減

少
傾
向
で
、
道
の
駅
む
な
か
た
に
よ

る
北
九
州
方
面
の
客
の
減
少
や
生
産

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、平
成
30
年
度
か
ら
県
と
市

町
村
で
共
同
運
営
す
る
事
業
と
な
っ
た
。制
度
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、調
査・検
証
し
た
。

観
光
事
業
の
検
証
、第
２
次
観
光
基
本
計
画
策
定
と

市
内
３
カ
所
の
直
販
施
設
の
売
り
上
げ
及
び
施
設

の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。


